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　今回は，土沢中学校の放課後学習の活動と曽
屋高校の曽屋塾に参加させていただきました。
土沢中学校では3年生を中心に数学の学習支援
を2回させていただき， 2年前に教えていた頃
は1年生だった生徒たちの変化に感動しまし
た。秦野曽屋高校では5月の末から毎週火曜日
と木曜日に，曽屋塾の講師として活動させてい
ただきました。曽屋塾は有志の生徒が放課後に
15:45 ～ 16:45の1時間，自主的な学びの支援
を目指し活動してきました。学年も科目も異な
るニーズに応えるのが大半でした。今期の活動
ではそれぞれの学校で感動と課題に直面しまし
た。
　今回の活動では，私の理想を実現するために
はなかなか難しいと感じました。そのために，
より経験や知識を積まなくてはいけないと机上
の空論などではなく，切実に体験させていただ
きました。また，成長の裏には努力して評価さ
れる方法は１通りではないこと，同時に気持を
育てることの大切さについて勉強させていただ
きました。
　【土沢中学校　～評価の在り方～】
　土沢中学校では1年生のときに土曜日補習で
一緒に勉強していた生徒が，友人から「○○は
数学得意じゃん！」と言われている姿がありま
した。1年生のときは「数学好きじゃない」な
どと言っていた生徒がサラサラと手を動かして
問題に取り組み，さらに友人に教えている姿に
成長を感じて口が緩んでしまいました。しか
し，その反面“出来る生徒”への嫉妬のような
言葉も聞こえてきました。数学が分かるように
なって欲しいという思いと，それによって生じ
てしまう歪みについて，どのように指導するべ
きか考えさせられました。1年生から3年生の
今に至るまでの努力が，他の人には疎まれてし
まう。本来なら，一緒に変化を喜んだり，競っ
て向上しようとしたりと切磋琢磨する関係を築
いて欲しいところでしたが，裏目に出てしまい
ました。おそらく，こういったことは中学校に
限らず何処ででも起こりうる課題で，ここには
数学だけに留まらず，道徳的教育の必要性も同
時に含まれているのではないかという問題にぶ
つかりました。
　
【曽屋高校　～理想はあくまで理想～】
　曽屋塾では初めて5人以上の人数を対象にす
ることになり，緊張と不安でいっぱいでしたが
生徒に「先生，先生！これ分かんない！」とい
う言葉で迎え入れていただきました。このよう
に始まった活動の中で，最も留意したことは
「個々に合わせた対応」ということでした。1
時間の中で，全体に等しく関わり，必要な支援
を行うことは非常に難しいものでした。有志の
生徒とはいえ，クラスはもちろん学年，普段一
緒にいるグループも違う生徒は質問出来る生徒
と，そうでない生徒が自由に座っている状態で
した。おそらく1クラスを縮尺したような状態
でした。教室内の歩き方や立ち位置を考え，質
問を進んでする生徒からは少し距離があっても
声をかけてくれるので，手を挙げるのが難しい
生徒の後ろを回るようにしました。反対に手を
挙げられる生徒との距離ができてしまったよう
に思いましたが，曽屋塾の前後には笑顔で話し
かけてくれ，その笑顔に“個々に合った対応”
と“自主性の促進”について考えさせられまし
た。“どの生徒にも同じように，必要とされる
ことに応えたい。自分から勉強しに来ている気
持を育てたい。”自分のやっている事と，ずっ
と思い描いていた理想にギャップを感じ自分の
技術の未熟さを痛感しました。
　今期までの活動で毎回新しいことを見つけ，
考えさせられてきました。しかし，決定的に教
師としての欠点にぶつかっている今，残りの半
期間をかけて埋めていきたいと思っています。
